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新型コロナウイルス感染症予防対策について 

～熱中症対策を含む～ 

 

1. 日常生活での実践や登校再開に向けての準備のお願い 

① 感染症予防のための『新しい生活様式』を実践しましょう 

今般、新型コロナウイルス感染症罹患者が増加しています。新規感染者のうち、20

代の若年層が多いことや、飲食店における会食の場等を介しての感染の広がりも指摘

されており、大学生についてもこのような場所での感染例が多く確認されています。 

これらの状況を踏まえ、学外での感染リスクを高める行動により感染を拡大すること

がないよう、以下の「新たな日常」に対応した行動を徹底してください。 

 

■「新たな日常」に対応した行動 

（文部科学省及び内閣官房新型コロナウイルス感染症対策室からの通知より抜粋） 

 

• 日頃から 3 つの密（密閉・密集・密接）が発生する場所を徹底して避

けること 

• 友人等との大人数での会食やいわゆる飲み会を避けること 

• 会食や飲み会等で飲食店を利用する場合には、「自己適合宣言マーク」

等の表示のない飲食店は避けること 

• 多人数での集団旅行やイベントなど、学外での活動は自粛すること 

• 大声を出す行動（カラオケ、イベント、スポーツ観戦等で大声を出す

など）を自粛すること 

• マスクの着用、手洗い、消毒、換気を徹底すること 

 

 

同時に、一人ひとりが「自分の身を守る」ことを意識して、夜間も含め日頃から、

「新しい生活様式の実践例」を参考に「新たな日常」を具体的にイメージし、日常生活

の中に取り入れることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.mhlw.go.jp/content/000641913.pdf#search='%E6%96%B0%E3%81%97%E3%81%84%E7%94%9F%E6%B4%BB%E6%A7%98%E5%BC%8F%E3%81%AE%E5%AE%9F%E8%B7%B5%E4%BE%8B'


  

 

② 毎日、体温を測定し記録しましょう 

現在体温計を持たない場合は、できるだけ早く（遅くとも登校する２週間前までに）

体温計を購入すること。体温は毎日測定し時刻と共に記録をつけます。体温には個人

差があり、毎日の記録があれば平熱がどのくらいか推察でき、発熱を判断するのに役

立ちます。また、異常の早期発見にもつながります。 

③ 新型コロナウイルス接触確認アプリ「COCOA
コ コ ア

」をインストールしましょう 

「COCOA」は、厚生労働省が開発したアプリで、個人情報のやり取りなしで、新型コ

ロナウイルス感染症の陽性者と接触した可能性について通知を受けることができます。 

陽性者と接触した可能性が分かることで、保健所のサポートを早く受けることがで

き、利用者が増えることで、感染拡大の防止につながることが期待されています。 

大学生・短大生は、行動範囲が広く交流人数も比較的多いため、「COCOA」は大変有

効です。スマホにインストールして、ブルートゥースを ON にしておくことを強くお

勧めします。 

【厚生労働省 HP】 

新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA)  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html 

④ 登校に備えて体力をつけ、生活リズムを整えましょう 

外出自粛で運動不足が続き筋肉量が減っていることから、少しの運動で体調を崩す

おそれがあります。人混みは避けた上で、散歩やジョギング等の軽い運動を日常に取

り入れ、体力をつけましょう。 

また、登校するようになると、起きる時間や出かけるまでにかかる時間がこれまで

と大きく変わると思われます。遅くとも登校開始１～２週間前くらいからは、起床時

間を登校モードに変更し、身体を慣らしていきましょう。 

久しぶりの登校であったり、ほとんど初めての登校であったりしますので、利用予

定のバスや電車などに乗って、事前にルートを確認しておくことも大切です。 

⑤ 爪は適度に短く切りましょう 

長い爪や付け爪や凹凸のあるネイルは、汚れや菌・ウイルス等がたまりやすいです。

また、洗い残しが多く、手指消毒液も届きにくいため、接触感染の危険が高まるおそれ

があります。伸ばし過ぎず、清潔に保ってください。 

⑥ 保険証の携帯を習慣づけましょう 

大学で発熱や風邪症状にて体調不良となった場合、原則として、保健室で回復を待

つのではなく帰宅あるいは受診をお願いすることになります。また、けがで病院に行

くこともあります。予期しない受診に備えて、保険証は常に持参してください。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html


  

⑦ 家族との連絡方法を確認しておきましょう 

体調不良等で帰宅しなければならない場合、保護者に迎えをお願いしたり、長距離

でもタクシーを使用したりする可能性があります。一人暮らしでも自宅生でも、保護

者との連絡が取れるようにしておきましょう。 

 

2. 熱中症の予防について 

 今年は夏場でもマスクを着用するため、熱中症のリスクが高いと言われています。 

 マスクの目的は、①自分の飛沫で他人が感染しないようにする、②手で顔を直接触るの

を防ぐ、③自分が感染するのを防ぐ、といったことですが、③のためには顔にフィット

するマスクを着用し、ゴーグルかフェイスシールドを兼用しなければ効果は薄いです。 

 ①と②の目的であれば、ゆったりめのマスクでも効果があります。大声での会話や歌唱

がなければ、呼吸しやすくて熱がこもらないマスクを着用してください。 

 屋外で人と２メートル以上離れている時は積極的にマスクを外しましょう。 

 マスク着用時は激しい運動はしない、喉が渇いていなくてもこまめに水分をとる（１時

間に 100ml 程度）、少しでも気分が悪いと感じたらマスクを外して、涼しいところで休

むようにしてください。 

 

令和２年度の熱中症予防行動の留意点について（環境省・厚生労働省資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マスクをしてると 

熱中症になりそう… 



  

3. 保護者の皆さまへのお願い 

新型コロナウイルス感染症については、長期的な対応が求められることが見込まれるな

か、本学では、8 月下旬から対面授業や実習指導などの教育活動を段階的に再開するにあた

って、大学構内における感染およびその拡大リスクを可能な限り低減するために、次の点に

ついて保護者の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 登校後に発熱や風邪症状等が認められた場合は、原則として受診が必要となります。受

診先の医師の診断内容によって、「やむを得ない事由による欠席」の対象とすべきか判断

いたします。医師の診断がない場合は、通常欠席となります。 

 保健室での休養や受診付添いはできかねます。状況に応じて、お迎えや対応のご相談を

させていただきます。 

 緊急の対応が必要と判断した場合は、大学から直接医療機関を受診することがあります。

保険証は必ず本人が携帯できるよう手配をお願いします。また、受診や移動には相応の

支出が伴います。あらかじめご了承ください。 


